
分野② 学校教育・学びの環境

子どもたちが
ワクワクする
学びを自ら発
見できるとと
もに、友達や
関わる人達と
共感でき、
「塩尻に帰っ
てきたい」と
思う体験がで
きるまち

②企業と連携し働くと学びの接続、
キャリアを考える機会がある

地域文化、英語、先
端技術、金融など生
活に求められること
が体験できる

子どもたちが
塩尻で育って
よかったと感
じる

個々の特性や、事情
に合った学習の選択
肢がある

学習継続や進学に前
向きになる

周りへの共感や、気
づきを得ることがで
きる

④学校外でも学びの場、居場所が見つ
かる

自身がワクワクする
学びや働き方に積極
的になる

①自ら考え、対話し、共感する学びの
体験ができる

①デジタル化などの社会変化に触れる
機会があり、適切に活用できる

⑤学習継続や進学が選択しやすくなる

③心身の成長を支える安全安心な学校
環境がある

効率的かつ効果的に
基礎学力が身につく

②保護者同士や、学校外との繋がりな
どにより、地域全体の協力がある

子どもたちが
自分の将来に
希望が持て、
自己肯定感が
ある

好きや得意を伸ばす、
部活や習い事の機会
がある

【参考】主観指標：
将来の夢・目標を持っている子どもの割合

Impact

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

Outcome Activity/Output

何をするありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年） 行政 協働・共創

・デジタルを活用するための教養が身についている

・Core塩尻を活用してデジタル教育をおこなう ・実践的にデジタル活用をしている社会人
講師が実践的な学びを提供する

・学内外において、自己肯定感が高まる評価体制
を整える
・成績だけではなく個性に焦点をあてた表彰制度
などを設ける

・家庭、地域で「制限」するのでなく子供
を見守り育てる環境づくり
・好きな事、楽しい事に主体的に取り組め
る環境・雰囲気づくり

・自ら取り組む自信を持つことができる
・学校がワクワクできる授業を提供する事ができる

・企業と地域が共通目的のもとでキャリア教育をおこなう
・経験、実感を得られるキャリア教育ができている

・企業と協力しキャリア教育を行える体制づくり
・『進学』の意味を考える機会づくり

・地域と企業が共通の目的を持つ
・共通の目的を持ち企業が教育に関わる
・『働く現場』を学ぶ機会づくり

・親と子が楽しみながら一緒に地域活動に参加できる
・PTA活動などで地域に求められる機会が増える

・『親になることの意味』を学ぶ機会づくり
・PTA活動に主体的に取り組める仕組みづくり
・地域に開かれた学内行事、イベントを企画する

・地域全体で子どもを育てる意識をもつ
・学校、家庭、地域、その他の部門をつな
げる地域の人や方法、場を育てる

・興味関心のある分野に出会える機会が身近にある
・公民館、児童館が日中、子供たちの立ち寄れる場になる
・不登校の子どもたちの学校以外の居場所ができる

・多様な学びの場がどこにあるのか情報の発信を
おこなう
・公設カフェなど安全で自由な遊び場、学び場を
設ける
・公民館、児童館を活用した不登校の子供たちの
居場所づくり、学び場づくり

・部活の地域移行を地域接点として活用す
る
・地域の学びの場としてシニア層が関わる
・不登校の子どもの相談相手となれる場を
設け、そこに関わる

・教師が多様な視点を持つ事で学ぶ楽しさを伝える
・不登校が必ずしも悪い事ではないという認識がもてる

・教員負荷を抑えた楽しい授業の仕組みづくり
・スタディサプリなどのオンライン授業を活用し
た楽しい学びを取り入れる

・不登校の子どもでも学外学習を行う事で出席扱
いにする仕組みづくり

ワークショップの内容・ロジックモデルの変更点の概要
・ロジックモデルの見直しに関する意見は出されなかったが、初期アウトカムの具体的なイメージを踏まえて、文言を調
整をしている。

・アクティビティについては、教員側の負荷を考慮しつつも教育現場と子供の接点をより重視した教育視点を持つこと、
地域資源や家庭との関わりにおいて企業の教育への関わり方や機会を準備することが求められた。

・不登校の子どもたちに対する配慮など、取り残されないための仕組みづくりについても具体的な意見が交わされた。

【資料１】
※青字は意見などを受けた修正
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